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研究成果の概要（和文）：コンビニは「ライフライン」としてなくてはならない役割を担うまで
になった。しかし、コンビニの社会的な役割が高まる一方で、他のインフラと異なり、個人経
営のコンビニへの期待は、経営者の家族や従業員の肩に重くのしかかる。社会的な期待、コン
ビニチェーン間の競争、厳しい利益の追求が絡み合い、フランチャイズ店経営者の家族へのプ
レッシャーは、高まるばかりだ。本課題では、主に A タイプ（既に商店を家族経営していたコ
ンビニ）の経営者に焦点を当てた。個人経営者がフランチャイズビジネスに魅せられた様々な
理由が、今やフランチャイズビジネスから手を引く理由になっている。高齢になった経営者は
コンビニ業界を離れ、個人商店や家業に戻る。コンビニ経営を通し、体力的にきつかったにも
かかわらず、フランチャイズビジネスを通して「家族」の理解が深まった。日本のフランチャ
イズ業界の限界が明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：Convenience stores have become a critical form of social 
infrastructure and a “lifeline” during times of disaster and crisis. Yet unlike other 
forms of social infrastructure konbini are private enterprises and their day-to-day 
operations rests largely on the shoulders of an owner family and their staff. The societal 
expectations of these stores, the harsh competition between chains and the rigid profit 
expectations combine to place increasing pressure on the “franchisee family.”In focusing 
mainly on A-type owners (former independent merchant families), my research revealed that 
many of the reasons that attracted small shop owners into the franchise business are now 
the very reasons that these owners are choosing to leave the industry and, in some cases, 
return to a former retail business or family-related occupation. Interview data suggests 
that the time spent as konbini owners was not negatively viewed. Despite its challenges, 
the konbini experience fortified owners’personal conceptualization of“family”and 
family’s importance for the functioning of the franchise industry. 
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１．研究開始当初の背景 
日本の産業が社会変化に適応し、生き残って
きた行程はまさに、戦後、小規模家内企業が
たどって来た行程であると関連の研究では
指摘されているが(Friedman 1988; Haak 
1975; Patrick and Rohlen 1987; Wagatsuma 
1984)、ここ数十年間に、これらビジネスの
形状は大幅に変化した。特に、コンビニエン
スストア（以下コンビニ）のフランチャイズ
が業界の中心を占める小売業界での変化は
顕著である。コンビニのフランチャイズは、
新しい形の「近所の店」を生み出した。コン
ビニ業界の売上高は、2008 年度には、デパー
ト業界の売上を超え、7 兆 8 千億円の売上高
を記録した。これは史上初のことである。
(Asahi 2009/1/19)しかし、このような数字
の裏には、複雑な問題が隠されている。現在、
15 のチェーン大手が、合計 4 万 4000 余りの
店舗を全国で運営しているが、コンビニ業界
は、飽和状態に達しつつある。その結果生じ
る熾烈な競争のため、数が増え続けている家
内フランチャイズ経営の当事者たちは、閉店
しなければならないかもしれないという問
題に、現実として直面している。コンビニは、
本来日本の小売業界が持っていたダイナミ
ックさを受け継いでいる。しかし、今日、コ
ンビニを閉店する人々は、個人的に何を経験
し、また、社会はどのような理解を示してい
るのだろうか。現代日本における企業家精神、
暮らし、アイデンティティーをより良く理解
するために、先に述べた個人的経験や、社会
の理解といったことは、どのようなヒントを
与えてくれるのだろうか。 
 
次に述べる研究企画の中では、先述の問題を
取り上げてゆく。コンビニフランチャイズを
現在経営している家族と、元経営者の体験談
を集め、分析を行う。このデータを元に、あ
る社会グループに分類されるこの人たちが、
どのような経験をし、また、閉店の決断に至
ったかを調査する。また業界関係者、労働者、
客にインタビューし、フランチャイズビジネ
スに関わる生活サイクルに関して、コンビニ
オーナーが個人的に抱いている概念と、社会
の中の他の人々が、オーナーやコンビニに対
して示す姿勢と、文化的価値観がどのように
違うかをみる。「新経済」(Albrecht and Zemke 
2002; Genda and Hoff 2005; Herzfeld 2004; 
Löfgren and Willim 2005; Nakajima 4004; 
Newman 1999)に於ける人々の生活を研究して
いる世界の学者は年々大きな研究成果を挙
げているが、私の研究もその成果に貢献する
ものと思う。また、リスク、生き残り、失敗
に関する文化的理解に関して、諸学会で活発
な議論、討論が行われているが、私の研究も
この議論に加わることができると思う。

(Beck 1992; Miyazaki 2004; Sandage 2005). 
 
２．研究の目的 
コンビニ年間総売り上げは 7.8 兆円（2008 年
現在）を計上し、百貨店の年間総売り上げを
超えるという歴史的な記録を達成した。主要
15 コンビニチェーンの下に 44,000 店舗のコ
ンビニがひしめき、コンビニの店舗数は飽和
状態に達している。厳しいコンビニ競争の中
で、家族経営のコンビニの数々が閉店に追い
込まれるという問題点に直面している。 
コンビニは伝統的な家族経営スタイルを維
持していながら、コンビニビジネスの閉店を
決断した多くの例がある。コンビニの閉店を
通して、オーナー個人、あるいは家族はどの
ような経緯をたどるのであろうか。それを社
会的にどのように理解をしてゆけば良いの
だろうか。一人の起業家として、コンビニビ
ジネスの経営者として、現代の日本における
個のアイデンティティーをどのように理解
していったら良いだろうか。さらに掘り下げ
てゆきたい。 
 
３．研究の方法 
2009 年度は、諸情報を収集したり、関東、東
北、中国地方の合計 12 の現および元コンビ
ニ店舗オーナーから収集した情報の分析を
行うことを主な研究とした。情報提供者への
インタビュー、また特定の店舗を取材するた
めに、名古屋、岐阜方面へ 4 回、山形県へ 1
回行った。リサーチアシスタントの協力のも
と、約 20 時間に及ぶ録音されたインタビュ
ーのテープおこしと分析を行った。日本の主
要新聞と、業界誌から、小売業界、コンビニ
に関する記事を収集し、各記事の要点をまと
めた。また、3 月テキサス州に行ったが、そ
の際にアメリカで初めてコンビニエンスス
トアが開店した場所もいくつか訪れた。また、
アメリカにおいて、コンビニエンスストアが
どのような変化をとげてきたか、また、店舗
のオーナーシップに関してどのような変化
があったかということを調査するために、歴
史家、歴史資料収集の専門家、コンビニ業界
関係者を取材した。この調査は、私が日本で
行っている研究内容と文化的比較をするこ
とを目的としている。 
 
2010 年度は、関東地区にある元コンビニ店舗
オーナーを対象にフォローアップインタビ
ューをいくつか行った。リサーチアシスタン
トの協力のもと、テープおこしと分析を行っ
た。また、1999 年から 2011 年の業界誌の中
から、コンビニ店舗のオーナーシップに関す
る記事を収集し、インデックス化し、要点を
まとめた。また、これらの記事や、過去 2 年
の間に私が撮影した写真をデータベース化



した。研究では、いくつかの重要なパターン
が明らかになってきた。コンビニ店舗オーナ
ーの高齢化は、彼らがコンビニ経営を続けて
ゆく上での将来の展望に多大な影響を与え
ている。コンビニ経営を自分の子供等に将来
引き継がせることができるという動機で始
めたにもかかわらず、逆に、後を継がせるこ
とが大変であるという理由で、閉店を決心す
るケースが見られる。また、コンビニの「便
利さ」の定義の内容が、時代の流れとともに
変化し、このことが、オーナーの決断に影響
を与えている。 
 
４．研究成果 
(1) 今年度の研究により、コンビニ元経営者
が直面した主な問題が明らかになった。その
中には、体力的な疲労、精神的ストレス、従
業員維持のための苦労、コンビニチェーン間
で高まる競争、店の経営の複雑化、本社やス
ーパーバイザーとのコミュニケーショントラ
ブルなどが含まれていた。 
 
(2) 当初、コンビニ経営者はコンビニ経営を
子供に引継ぐことを想定していた。本部との
最初の契約が切れる頃、特に2000年始め頃に
なると、コンビニ経営を子供に引継ぐ事が現
実的な選択肢ではない、ということにコンビ
ニ元経営者らは気づいた。 
 
(3) コンビニ元経営者からは、全国チェーン
の一店舗であるにもかかわらず、地域密着の
一商店としての特徴がなくなり、信頼度が相
対的に低い、という話を何度も耳にした。 
 
(4) あるいは多くの場合、家族経営のコンビ
ニ経営者は、コンビニに転換する前に営んで
きた「一商店」を継続しながら、さらにコン
ビニ経営にも取り組んで来た。そのため、コ
ンビニ経営を辞めて以前の一商店に戻っても、
「一商店」店主としての自信を容易に取り戻
す事が出来た。 
 
(5) フランチャイズ経営をしている期間に、
オーナー個人やその家族は多くの場面に遭遇
した。元オーナーは、地域や社会の違った面
を見る事が出来た、と語る。 
 
(6) フランチャイズ店を経営した経験は、時
代の変化の中で個人事業と地域社会のあり
方を考える「ライフコース」ストーリーとな
るであろう。 
 
課題 
 
今後、C タイプ（商店経営の経験がないコン
ビニ）の経営者にも注目し、A タイプ （既に
商店を家族経営していたコンビニ）の経営者

と比較してどのような場面に遭遇して来て
いるのか、研究調査を続けてゆきたい。 
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